
榛
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に
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195 榛名山南東麓における井出村の集落移動

一
、
は
し
が
き

本
研
究
は
近
世
村
落
の
成
立
と
発
展
の
姿
を
、
歴
史
地
理
学
的
な
観
点
に
立
っ
て
考
察
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
世
村
落
の
成
立
・
発
展
と
は
い
っ
て
も
、
そ
の
前
提
で
あ
る
中
世
村
落
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
、
近
世
村
落
に
変
貌
し
て
い
っ

た
の
か
と
い
う
点
に
も
一
考
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
近
世
村
落
の
具
体
的
な
考
察
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

|
|
こ
こ
に
、
具
体
的
な
一
事
例
と
し
て
、
榛
名
山
南
東
麓
の
「
井
出
集
落
」
(
高
崎
市
近
郊
)
を
研
究
地
域
に
と
り
、
井
出
集
落
の

成
立
・
発
展
の
実
態
の
把
握
に
努
め
た
。

な
お
、
本
研
究
は
昭
和
四
十
二
年
か
ら
四
十
九
年
に
か
け
て
調
査
し
研
究
し
た
も
の
で
あ
り
、
集
落
の
成
立
と
発
展
の
実
態
を
せ
ん
明

に
す
る
う
え
か
ら
、
文
献
的
調
査
と
野
外
調
査
と
を
併
用
し
た
。
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二
、
井
出
集
落
の
概
況

一
五
メ
ー
ト
ル
に
至
る
緩
傾
斜
面
に
発
達
し
た
農
業
集
落
で
あ
る
。

い

で

か

み

さ

と

井
出
集
落
は
行
政
上
か
ら
い
え
ば
、
群
馬
郡
群
馬
町
大
字
井
出
(
旧
上
郊
村
大
字
井
出
)

で
、
榛
名
山
南
東
麓
の
標
高
約
一
一
五

1
一

現
在
も
養
蚕
と
稲
作
中
心
の
農
業
集
落
で
、
昭
和
四
十
七
年
に
お
け
る
世
帯
数
は
二
三
四
戸
、
人
口
一

O
三
三
人
で
、
そ
の
う
ち
農
家

本
地
域
は
一
局
崎
市
に
隣
接
し
、
高
崎
市
(
起
点
高
崎
駅
)

戸
数
は
一
三
九
戸
で
、
水
田
三
七
町
三
反
三
畝
(
こ
の
う
ち
休
耕
田
二
町
一
反
八
畝
)
と
畑
六
九
町
五
反
二
畝
を
経
営
し
て
い
る
。

よ
り
西
へ
約
八
キ

よ
り
北
へ
約
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
前
橋
市
(
起
点
県
庁
)

ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
る
。
高
崎
市
と
柏
木
沢
を
結
ぶ

一
般
県
道
柏
木
沢
高
崎
線
(
旧
伊
香
保
道
)
が
木
地
域
を

南
北
に
貫
き
、

ま
た
、
前
橋
市
と
安
中
市
を
結
ぶ
一
般
県

研究地域

道
前
橋
安
中
線
が
本
地
域
を
横
断
し
て
い
る
。

本
地
域
の
西
端
は
浸
食
谷
の
井
野
川
が
流
れ
て
高
崎
市

ど
う
じ
よ
う

浜
川
町
道
場
と
の
境
界
を
な
し
て
お
り
、
南
は
高
崎
市

お

お

や

ぎ

み

で

ら

な

か

い

子

み

ほ

大
八
木
町
、
東
は
群
馬
町
三
ツ
寺
・
中
泉
、
北
は
同
町
保

ど

た
渡
田
と
接
し
て
い
る
。
特
に
井
出
集
落
の
東
部
に
お
い
て

き

る

ふ

ざ

わ

は
浸
食
谷
を
な
す
猿
府
川
(
ど
ん
沢
と
も
い
う
)
、

第 1函

更
に

東
に
は
唐
沢
川
の
浸
食
谷
が
発
達
し
て
い
る
。
(
第
1
図



参
照
)

井
出
集
落
の
北
部
を
除
い
て
、
同
集
落
か
ら
西
・
東
お
よ
び
南
に
向
う
に
し
た
が
っ
て
、
土
地
は
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
低
下
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
西
・
南
は
井
野
川
、
東
は
猿
府
川
・
唐
沢
川
に
よ
っ
て
固
ま
れ
、

わ
ず
か
な
が
ら
凸
面
を
な
す
緩
傾
斜
面
上
に
井
出
集

落
は
立
地
し
て
い
る
。

井
出
集
落
は
矢
嶋
仁
士
口
博
士
ハ
l
u
等
に
よ
っ
て
一
部
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
集
落
の
長
さ
は
約
一
五

0
0
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
畏
い
も
の

で
、
テ
ィ
ピ
カ
ル
な
路
村
形
態
を
な
し
て
い
る
。

榛名山南東麓における井出村の集落移動

三
、
井
出
集
落
の
成
立

集
落
景
観
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
井
出
集
落
は
典
型
的
な
路
村
形
態
を
示
す
計
画
的
設
定
集
落
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
現
在
の
路
村
形
態
を
示
す
井
出
集
落
は
一
体
い
つ
頃
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
現
在
の
井
出
集
落
の
成
立
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

即
ち
、
文
化
五
年
の
古
文
書
ハ
2
〉
に
よ
る
と
、

私
此
段
申
上
侯
当
村
之
儀
者
古
く
今
之
居
村
ヨ
リ
西
ニ
当
り
本
民
鋪
と
申
名
所
有
之
此
所
ヨ
リ
一
克
和
年
中
ヨ
リ
年
々
今
之
居
村
江
引
越
覚
、
一
水
二
年
迄
ニ

不
残
引
越
候
村
一
一
御
座
候
、
其
後
寛
文
四
年
甲
辰
年
、
安
藤
対
馬
守
様
御
検
地
御
縄
入
御
応
候
・

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
井
出
集
落
は
元
和
年
間
(
一
六
一
五
j
二
三
年
)
よ
り
寛
永
二
年
(
一
六
二
五
年
)
ま
で
の
間
(
現
地
の

も
と
や
し
き

に
、
本
屋
鋪
と
い
わ
れ
る
所
か
ら
残
ら
ず
引
越
し
て
成
立
し
た
集
落
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

も

と

い

で

ほ
ぼ
南
北
に
流
れ
て
い
る
井
野
川
の
ほ
と
り
に
あ
り
、
現
在
「
元
井
出
」

古
老
は
約
一

0
年
間
と
い
っ
て
い
る
)
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こ
の
本
屋
鋪
と
い
わ
れ
た
場
所
は
今
の
井
出
集
落
の
西
で
、



198 

と
い
わ
れ
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
こ
こ
が
移
動
す
る
以
前
の
古
く
か
ら
の
井
出
の
集
落
の
位
置
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
現
在
の
井
出
集
落

は
「
元
井
出
か
ら
の
集
落
移
動
に
よ
る
成
立
で
あ
る
」
こ
と
が
判
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
集
落
の
移
動
時
期
は
元
和
年
聞
か
ら
寛
永

二
年
ま
で
の
聞
で
、
少
な
く
と
も
数
年
間
に
わ
た
る
わ
け
で
あ
る
。

い
ー
か
ほ
み
ち

以
上
の
こ
と
か
ら
、
路
村
を
な
す
井
出
集
落
は
自
然
発
生
的
村
落
と
は
異
な
り
、
伊
香
保
道
に
沿
っ
て
成
立
し
た
計
画
的
設
定
集
落
で

あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
現
存
す
る
藩
政
期
の
地
割
図
に
も
、

ほ
ぼ
規
則
的
な
区
画
を
な
す
形
態
が
認
め
ら
れ
る
。

一
般
に
親
村
が
あ
っ
て
子
村
が
生
ま
れ
た
新
田
集
落
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
っ
く
り
集
落
が
移
動
し
て
、

か
つ
て
の
集
落
は
存
在
し

な
い
と
い
う
よ
う
な
井
出
集
落
の
如
き
例
は
比
較
的
少
な
い
。

他
に
例
を
見
る
な
ら
ば
、
信
州
街
道
に
沿
う
吾
妻
郡
の
須
賀
尾
宿
〈
3
X
4
)
が
元
和
四
年
に
今
の
地
に
移
転
し
、

集
落
移
動
を
し
て
い

る
。
元
は
現
在
の
位
置
よ
り
西
方
二

O
町
(
一
一
一
一
一
一

0
メ
ー
ト
ル
)

に
あ
っ
た
。

更
に
近
く
の
高
崎
市
下
小
鳥
町
(
5
〉
が
今
の
位
置
よ
り
南
東
部
で
三
国
街
道
の
東
に
あ
っ
た
が
、
永
殺
の
頃
三
国
街
道
沿
い
に
集
落
移

ぜ
ん
げ
ん

動
を
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
旧
下
小
烏
集
落
の
浅
間
さ
ま
に
あ
っ
た
「
応
永
十
七
年
庚
寅
十
月
大
且
通
」
と
銘
の
あ
る
石
宮
が
現
在
の

さ
も

下
小
鳥
集
落
の
幸
ノ
宮
神
社
に
移
さ
れ
て
い
る
。

全
国
的
立
場
か
ら
み
る
と
、
下
総
国
香
取
郡
小
野
村
〈
6
u
が
寛
文
年
間

(
二
八
六
一

t
七
二
年
)

か
ら
延
宝
五
年
(
一
六
七
七
年
)
頃

集
落
移
動
を
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
旧
集
落
の
あ
っ
た
「
元
井
出
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
元
井
出
は
現
在
の
井
出
集
落
か
ら
約
六

0
0
メ
ー
ト
ル
西
に

あ
り
、
井
野
川
沿
い
(
浸
食
谷
の
流
域
)

の
台
地
状
の
地
形
で
あ
る
。

井
野
川
と
元
井
出
の
聞
に
は
井
野
川
の
氾
濫
原
に
よ
る
水
田
が
若
干
分
布
す
る
が
、
元
井
出
の
西
端
に
は
井
野
川
に
接
し
て
い
る
場
所



が
あ
る
。
こ
の
水
田
か
ら
元
井
出
の
地
面
ま
で
の
比
高
は
約
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
井
野
川
の
氾
濫
が
元
井
出
の
地
面
ま
で
被
害
を
及
ぼ

す
こ
と
は
な
い
。
井
野
川
は
藩
政
期
に
は
多
く
氾
濫
し
た
が
、
今
で
は
人
工
堤
防
を
築
い
た
た
め
殆
ん
ど
氾
濫
は
な
く
な
っ
た
。
元
井
出

の
西
端
に
は
箕
輪
城
主
長
野
業
盛
の
墓
が
あ
る
。

い
つ
も
地
下
水
が
湧
き
出
て
い

る
所
で
あ
る
。
こ
の
湧
水
に
よ
り
、
窪
地
は
最
近
ま
で
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
「
群
馬
郡
村
誌
」
に
よ
れ
ば
、
古
く
よ
り
こ
の

や
さ
か
の
い
で

地
下
水
の
湧
出
す
る
嵯
峨
の
地
を
「
八
坂
井
出
」
と
称
し
て
い
た
。
元
井
出
と
の
比
高
は
高
い
と
こ
ろ
で
約
三
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

元
井
出
の
東
側
一
は
約
二
五
メ
ー
ト
ル
の
幅
を
も
っ
「
嵯
峨
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
溝
状
の
窪
地
が
あ
り
、

そ
れ
故
、
元
井
出
は
東
及
び
西
側
と
も
に
低
地
で
固
ま
れ
、
南
も
井
野
川
の
氾
濫
原
で
あ
る
沖
積
低
地
に
囲
ま
れ
、
南
北
に
長
い
台
地

榛名山南東麓における井出村の集落移動

状
(
舌
状
台
地
)

の
地
形
で
、
榛
名
山
の
東
南
斜
面
の
一
部
で
あ
る
。

元
井
出
の
規
模
は
東
西
の
長
さ
で
は
長
い
所
で
約
二

0
0
メ
ー
ト
ル
、
南
北
の
長
さ
は
約
四
五

0
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
標
高
は
約
一
一
一

一一一

1
一
三

0
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
集
落
の
発
展
に
つ
い
て
は
面
積
が
狭
か
っ
た
こ
と
は
推
察
で
き
る
。

こ
の
元
井
出
こ
そ
近
世
の
初
期
ま
で
存
在
し
た
か
つ
て
の
旧
井
出
集
落
な
の
で
あ
る
。
中
世
の
井
出
の
集
落
と
い
え
ば
こ
の
元
井
出
の

集
落
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

更
に
詳
し
く
元
井
出
の
集
落
の
形
態
と
規
模
に
つ
い
て
み
よ
う
。
即
ち

1

寛
文
検
地
後
の
も
の
と
み
ら
れ
る
藩
政
期
の
元
井
出
の
地
割

図
に
よ
っ
て
、
集
落
移
動
(
元
和

t
寛
永
二
年
)
直
前
の
屋
敷
分
布
を
み
る
と
、
第
2
図〈
7
〉
の
如
く
で
、
集
落
は
塊
村
形
態
で
あ
る
。

そ
の
た
め
土
地
割
も
や
や
不
規
則
で
、
各
区
画
の
面
積
も
比
較
的
狭
い
。
特
に
屋
敷
の
区
画
は
細
分
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
布
は
不
規

則
で
、
元
井
出
の
中
部
か
ら
南
部
に
限
ら
れ
て
密
集
し
て
い
る
。
道
路
の
発
達
も
不
規
別
で
あ
る
。

199 

こ
の
地
割
図
に
よ
れ
ば
、
集
落
移
動
直
前
の
元
和
元
年
(
一
六
二
五
年
)
ま
で
の
屋
敷
は
五
六
戸
存
在
し
て
い
た
(
伝
承
を
古
老
に
聞
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二
子
山

-

安

監

ノ

位

置

H
H
H
皇
道
或
ハ
作
道

一
花
井
出
の
範
囲

{
こ
の
点
線
は
著
者
が
記
入
)

長
野
業
盛
の
墓

主

本
地
図
ハ
斉
藤
与
平
治
ノ
遺
稿
ニ
ン
テ
現
在
ノ
地
ニ
引
移
ラ
ザ
ル
以
前

元
和
寛
永
頃
ノ
家
屋
配
置
図
ナ
リ

地
割
図
ハ
寛
文
年
間
検
地
後
ノ
モ
ノ
ナ
リ

昭
和
六
年
九
月
浄
写

元井出の屋敷分布図(集落移動直前)第2図



の

む

ら

も

ろ

捻

し

た

ん

ぱ

巴

ま

く
と
、
寛
永
二
年
ま
で
に
つ
一
六
戸
が
現
在
地
に
移
っ
た
。
そ
の
他
の
野
村
・
諸
星
・
丹
波
島
の
三
姓
は
他
地
域
に
越
し
た
)
。

い

で

ま
た
、
地
訓
図
の
北
部
に
か
け
て
耕
地
及
び
大
円
寺
・
井
堤
大
明
神
な
ど
の
分
布
が
み
ら
れ
る
。

一
冗
井
出
は
地
割
図
に
示
さ
れ
て
い
る
点
線
の
範
囲
内
で
あ
る
か
ら
、
面
積
は
狭
か
っ
た
の
で
あ
る
。

元
井
出
を
実
地
調
査
し
て
み
る
と
、
当
時
の
面
影
を
留
め
て
い
る
道
路
や
屋
敷
跡
が
認
め
ら
れ
る
。

井
出
の
地
名
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
る
と
、
『
和
名
類
衆
抄
』

(

8

)

に
「
掛
川
馬
郡
井
出
郷
」

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
井
出
の
郷
は
現

在
の
群
馬
町
大
字
井
出
を
さ
す
の
で
な
く
、
も
っ
と
広
く
、

か
つ
て
の
上
郊
村
と
箕
郷
町
を
含
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
「
大
日
本
地
名
辞

典
L

(

吉
田
東
伍
著
)
(
9
u

に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
今
の
井
出
は
、

か
つ
て
の
井
出
の
郷
の
一
部
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ

僚名IU南東麓における共同村の集落移動

と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
、
「
井
出
と
は
、
箕
輪
、
相
馬
の
方
よ
り
降
下
す
る
諸
溝
油
、

此
地
に
会
集
し
、

井
野
川
と
為
り
、

寝
堤
自
然
に
形
成
し
た

り。

(
A
7

浜
川
と
保
渡
田
、
井
出
の
中
間
の
卑
窪
是
な
り
)
」
と
前
掲
の
辞
典
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
井
出
は
箕
輪
や
相
馬
(
か
っ

て
の
相
馬
村
)
方
面
か
ら
流
れ
て
く
る
多
く
の
川
が
集
ま
っ
て
井
野
川
と
な
り
、
国
相
堤
が
自
然
に
で
き
た
と
こ
ろ
で
、
今
の
浜
川
と
保
渡

田
・
井
出
の
中
間
の
窪
地
が
こ
の
堰
堤
の
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

た
し
か
に
二
万
五
千
分
の
一
の
地
形
阿
(
第
1
図
参
照
)
を
み
て
も
井
出
付
近
の
井
野
川
の
浸
食
は
大
き
く
浸
食
崖
が
発
達
し
、
そ
の

た
め
氾
濫
原
も
あ
り
、
自
然
堤
防
が
今
で
は
人
工
堤
防
に
造
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
万
葉
集
に
、
「
伊
香
保
路
能
夜
左
可
能
為
提
爾
多
都
努
自
能
安
良
波
路
万
代
母
佐
繭
乎
佐
摘
豆
婆
」
(
巻
一
回
、
三
四
一
四
)
と

や

さ

か

い

で

の

じ

あ

ら

わ

ね

ね

い
う
東
歌
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
現
代
文
に
な
お
せ
ば
、
「
伊
香
保
路
の
八
尺
の
堰
堤
に
立
つ
肢
の
顕
ろ
ま
で
も
さ
寝
を
さ
寝
て
ば
」
で
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あ
る
が
、
井
出
に
隣
接
す
る
保
波
田
部
落
の
出
身
で
あ
る
万
葉
集
研
究
者
の
土
屋
文
明
氏

auは
「
ヤ
サ
カ
ノ
ヰ
デ
」
は
高
い
用
水
の
堰
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堤
と
い
う
意
味
で
、
「
ヤ
サ
カ
」
は
た
だ
高
い
と
い
う
意
味
、
「
ヰ
デ
」
は
堰
堤
の
意
味
で
、
地
名
で
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
和
名
抄
の
井

出
郷
と
は
直
接
に
は
関
係
は
な
い
と
い
っ
て
い
る
。

他
の
万
葉
集
の
研
究
者
ハ
日
〉
ハ
ロ
〉
で
も
「
ヤ
サ
カ
」
を
地
名
と
も
他
の
怠
昧
と
も
は
っ
き
り
断
言
し
て
お
ら
ず
、

特
に
「
イ
デ
」
は
地
名

で
は
な
く
、
壊
堤
と
解
釈
し
て
い
る
の
は
共
通
し
て
お
り
本
研
究
の
井
出
と
は
い
っ
て
い
な
い
。

吉
田
東
伍
氏
も
本
研
究
の
井
出
を
こ
の
万
葉
の
堰
堤
に
結
び
つ
け
る
の
は
疑
い
が
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

や
さ
か
の
い
で

し
か
し
な
が
ら
、
本
地
域
で
は
地
下
水
の
湧
き
出
る
「
嵯
峨
」
の
地
域
を
古
く
よ
り
「
八
坂
井
出
(
井
堤
)
」
と
い
い
、
群
馬
県
に
は
自

か

み

の

だ

然
村
の
上
野
田
村
、
矢
嶋
村
に
も
八
坂
の
井
出
の
地
名
が
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
万
葉
集
に
歌
わ
れ
て
い
る
イ
デ
は
、
本
研
究
の
井
出
と
結
び
つ
け
る
こ
と
は
現
在
の
と
こ
ろ
む
ず
か

し
い
が
、
本
地
域
の
井
出
は
和
名
抄
に
出
て
来
る
井
出
郷
の
一
部
を
な
し
て
い
た
と
推
定
す
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

な
お
、
既
述
し
た
よ
う
に
路
村
形
態
を
な
す
現
在
の
井
出
集
落
が
古
く
近
世
以
前
に
存
在
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
近
世
初
期
ま
で

い

で

の

は

ら

の
井
出
集
落
と
い
え
ば
こ
の
元
井
出
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
当
時
、
現
在
の
井
出
集
落
一
帯
を
「
井
堤
野
が
原
」
ま
た

い

で

の

は

ら

は
「
井
堤
野
原
」
と
い
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
言
葉
が
今
も
使
わ
れ
て
い
る
。

園
、
井
出
集
落
の
成
立
要
因

現
在
の
井
出
集
落
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
成
立
し
た
の
か
、
即
ち
、
元
井
出
か
ら
の
集
落
移
動
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
行
な
わ
れ
た
の

か
考
察
し
て
み
よ
う
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
事
情
を
示
し
た
古
文
書
は
全
く
存
在
し
な
い
か
ら
、
推
察
す
る
ほ
か
は
な
い
。
移
動
に
は
種
々
の
要
因
が
あ
げ
ら
れ



る
で
あ
ろ
う
が
、
特
に
居
住
面
積
の
う
え
か
ら
考
察
し
て
み
る
と
、
西
・
東
及
び
南
に
水
田
を
控
え
た
狭
い
台
地
上
の
元
井
出
は
中
世
ま

で
飛
躍
的
な
発
展
が
な
か
っ
た
た
め
集
落
が
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

や
が
て
近
世
に
入
る
と
人
口
増
加
に
と
も
な
い
増
加
し
て
く

る
農
家
の
屋
敷
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
元
井
出
の
面
積
の
集
落
で
は
不
十
分
で
、
残
る
わ
ず
か
な
元
井
出
の
畑
地
を
屋
敷

地
に
切
り
替
え
て
も
ま
だ
不
足
の
状
態
で
あ
る
。

即
ち
、
元
井
出
は
居
住
に
可
能
な
面
積
の
絶
対
量
が
不
足
し
、
元
井
出
の
村
落
内
部
の
発
展
で
は
面
積
が
狭
す
ぎ
処
理
し
き
れ
な
く
な

っ
た
と
こ
ろ
に
移
動
の
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

い
・
で
の

そ
れ
に
対
し
て
移
動
し
た
井
出
集
落
の
一
帯
は
、
現
地
で
は
古
く
よ
り
「
井
堤
野
が
原
」
と
い
っ
て
い
る
如
く
、
元
井
出
か
ら
比
較
す

榛名山南東捷における井出村の集落移動

れ
ば
発
展
性
の
あ
る
広
い
原
野
で
あ
り
、

旧
集
落
の
元
井
出
か
ら
も
約
六

0
0
メ
ー
ト
ル
程
で
近
い
の
で
、
新
し
い
集
落
を
設
定
す
る
条

件
を
備
え
て
い
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
江
戸
初
期
か
ら
全
国
的
に
新
田
開
発
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
井
出
も
そ
の
一
つ
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ

う
前
述
の
小
野
村
も
こ
の
元
井
出
に
似
た
台
地
状
の
村
で
あ
る
た
め
移
動
の
要
凶
は
元
井
出
と
類
似
し
て
い
る
。

ま
た
、
集
落
の
基
本
条
件
で
あ
る
飲
料
水
、
特
に
地
下
水
は
得
や
す
く
、
第
1
表
に
一
一
不
さ
れ
る
如
く
、
井
出
集
落
の
井
戸
の
井
底
面
深

度
は
殆
ん
ど
四

t
五
・
五
メ
ー
ト
ル
程
度
で
浅
い
。
飲
料
水
は
こ
の
程
度
の
深
さ
で
一
年
を
通
し
て
容
易
に
縫
保
で
き
る
。
そ
れ
故
、
集

落
立
地
は
容
易
で
あ
っ
た
。
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さ
ら
に
、
移
動
の
要
因
と
し
て
交
、
通
の
発
達
自
〉
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
即
ち
、

ひ
ら
や
ま
し
ろ

平
山
城
と
し
て
地
の
利
を
誇
っ
て
き
た
箕
輪
城
も
そ
の
機
能
を
失
い
、

に
交
通
の
便
の

近
世
に
入
る
と
、

西
上
野
を
領
し
榛
名
火
山
斜
面
の

つ
い
に
井
伊
直
政
は
慶
長
三
年
(
一
五
九
八
年
)



井出集落の地下水調査結果

(昭和49年 2月実測)

度!地下水面深度!井底面深度|
(m) (m) 
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第1表

水深
(m) 

抜高
(m) 

1. 75 4.75 3.00 134.0 

1. 25 4.00 2.75 134.0 

1海

宿!
宿 i
宿

場所

1. 90 4.75 2.85 134.0 

0.55 3.20 2.65 131. 0 宿

0.90 4.20 3.30 126.0 宿

O. 75 4.25 3.50 .126.0 宿

番
号

2 

3 

4 

5 

6 

1. 55 4.90 3.35 125.5 宿7 

0.85 5.35 4.50 119.0 宿下8 

0.60 5.00 4.40 118.0 宿下9 

良
い
平
地
の
和
田
城
(
今
の
高
崎
)

に
移
り
、
こ
こ
に
木
地
域
に
も

0.50 

街
道
の
時
代
が
到
来
し
た
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
故
、
近
世
に
な
る
と
交
通
が
整
備
さ
れ
、
物
資
の
運
搬
や
旅

人
の
往
来
が
盛
ん
に
な
り
、
街
道
沿
い
な
ど
の
交
通
の
便
の
良
い
場

5.10 

所
へ
集
落
が
発
達
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
井
出
も
そ
の
例
に
も
れ

ず
、
高
崎
か
ら
下
小
鳥
井
出
l
原
新
田
柏
木
沢
|
広
馬
場
i
水

沢
を
通
っ
て
伊
香
保
に
通
ず
る
伊
香
保
道
自
〉
が
既
に
古
く
よ
り
通

じ
て
お
り
、
こ
の
伊
香
保
道
の
交
通
(
物
資
の
運
搬
・
旅
人
・
名
湯

4.60 

伊
香
保
へ
の
湯
治
客
な
ど
)
が
近
世
に
入
る
と
盛
ん
に
な
っ
た
た

め
、
こ
の
街
道
に
沿
っ
て
集
落
が
発
達
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
交
通
の
便
の
良
い
場
所
へ
集
落
が
成
立
す
る
こ
と
は
生
活

118.0 

の
上
か
ら
も
便
利
で
、
経
済
的
に
も
有
利
で
あ
り
、
今
も
昔
も
同
じ

で
当
時
の
村
落
計
画
と
も
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
文
政
十
一
年
三
日

宿

に
は
、
主
に
兼
業
農
家
で
は
あ
る
が
一
五
人
(
軒
)

の
商
人
が
井
出

下

に
存
在
し
た
。
「
群
馬
郡
誌
」
の
正
保
年
間
(
一
六
四
四

1
四
七
年
)

10 

の
絵
図
に
は
、
既
に
こ
の
伊
香
保
道
は
重
要
な
街
道
と
し
て
記
載
さ

れ
、
井
出
も
既
に
移
動
後
で
、
こ
の
街
道
沿
い
の
集
落
と
し
て
明
記



さ
れ
て
い
る
。

前
述
の
須
賀
尾
宿
も
、
旧
下
小
鳥
村
も
交
通
の
発
達
に
よ
る
移
動
の
要
因
が
大
き
く
あ
げ
ら
れ
る
。

あ

が

っ

ま

つ

ま

ど

い

か

ん

ぽ

ら

ま
た
、
特
異
な
要
因
に
よ
る
移
動
と
し
て
、
群
馬
県
吾
妻
郡
嬬
恋
村
鎌
原
部
落
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
天
明
三
年
の
浅
間
山
大
爆
発

ふ
る
や
し
き

か
つ
て
の
集
落
跡
を
「
古
居
敷
」
と
い
っ
て
い

に
よ
り
部
落
が
埋
没
し
た
た
め
に
行
な
わ
れ
た
災
害
復
興
の
た
め
の
集
落
移
動
で
あ
る
。

る
。
わ
が
国
に
あ
っ
て
は
一
般
に
古
代
・
中
世
・
近
世
と
集
落
が
同
じ
場
所
に
か
さ
な
っ
て
発
達
す
る
よ
う
な
状
態
で
存
在
し
て
い
る
の

が
普
通
で
あ
る
が
、
井
出
集
落
を
は
じ
め
須
賀
尾
宿
・
旧
下
小
鳥
村
・
小
野
村
等
は
全
体
か
ら
み
れ
ば
、
き
わ
め
て
特
殊
な
姿
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
集
落
の
発
達
が
す
べ
て
の
時
代
を
通
し
て
同
一
場
所
で
行
な
わ
れ
る
場
合
は
却
っ
て
集
落
の
発
達
の
様
子

榛名山南東麓における井出村の集落移動

が
陵
昧
に
な
り
、
発
達
の
分
析
が
難
し
い
の
で
あ
る
。

井
出
集
落
は
集
落
移
動
を
行
な
っ
た
か
ら
こ
そ
近
世
村
落
と
し
て
の
具
体
的
な
姿
が
明
確
に
出
て
き
た
の
で
あ
り
、
集
落
移
動
を
行
な

わ
な
い
一
般
的
な
村
落
の
発
展
で
は
こ
の
よ
う
な
明
確
な
発
展
の
姿
は
把
握
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
井
出
集
落
の
特
殊
性
の
中

に
こ
そ
村
落
発
展
の
一
般
的
法
則
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。

玉
、
集
落
規
模
の
変
遷

井
出
村
の
集
落
形
態
は
集
落
設
定
の
当
初
よ
り
路
村
と
し
て
発
達
し
た
も
の
で
、
計
画
的
設
定
集
落
と
し
て
の
特
色
を
よ
く
示
し
て
い

る
。
即
ち
、
集
落
の
設
定
に
際
し
て
伊
香
保
道
(
「
い
か
ほ
み
ち
」
・
「
い
か
ほ
け
え
ど
う
」
ま
た
は
「
い
か
ほ
通
り
」
と
も
い
っ
た
)
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沿
い
、
そ
の
両
側
に
ほ
ぼ
短
冊
型
に
近
い
土
地
剖
を
施
し
、
典
型
的
な
路
村
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
元
和
年
間
よ
り
寛
永
二
年
に
か

け
て
の
集
落
設
定
当
初
か
ら
そ
の
後
の
集
落
発
展
状
況
を
「
蒋
政
期
の
土
地
訓
凶
」
(
担
に
よ
っ
て
み
る
と
、
家
並
み
は
見
事
な
一
本
の
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井出村の屋敷面積

(寛文4年)

屋敷面積百五1
。:;畝 4筆l

l 

男6

1.4 

5.8 

20.3 

26.1 

26.1 

10.2 

5.8 

1.4 

0 

1.4 

1.4 

第2表

路
村
で
あ
る
が
、
短
冊
型
の
宅
地
の
各
区
画
に
は
既
に
細
分
化
が
み
ら
れ

る
。
こ
れ
は
集
落
設
定
後
の
戸
数
の
増
加
に
よ
る
集
落
の
発
達
を
意
味
し
て

い
る
。具

体
的
に
寛
文
四
年
の
「
検
地
名
寄
帳
」
(
立
に
よ
っ
て
そ
の
発
達
を
み

る
と
、
第
2
表
の
如
く
で
あ
る
。

民[]
ち

一
戸
当
り
所
有
の
宅
地
面
積
の
規
模
は
三
畝
か
ら
五
畝
の
聞
の
も

約
八

O
形
も
占
め
る
。
更
に
屋
敷
を
持
た
な
い
一
六
一
戸
の
農
家
が
あ
っ
て
こ
れ
ら
の
屋
敷
を
借
り
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

の
が
最
も
多
く
、
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
五
畝
以
下
が
全
体
の

宅
地
は
集
落
設
定
以
来
の
形
態
を
踏
襲
し
つ
つ
そ
の
後
、
戸
数
の
増
加
に
よ
っ
て
細
分
化
さ
れ
分
筆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

在
の
土
地
割
図
で
は
更
に
細
分
化
の
状
態
が
認
め
ら
れ
る
。

著
者
が
群
馬
町
土
地
台
帳
附
図
を
基
礎
に
昭
和
四
十
八
年
八
月
よ
り
四
十
九
年
三
月
に
か
け
て
笑
地
調
査
に
よ
り
作
成
し
た
第
3
図
の
現

井
出
の
集
落
構
成
の
特
質
は
か
く
の
如
く
、

ほ
ぼ
短
冊
型
に
近
い
土
地
割
を
基
礎
に
し
て
典
型
的
な
路
村
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
後
の
発
展
で
宅
地
の
細
分
化
が
み
ら
れ
、
短
冊
型
の
形
態
は
く
ず
れ
て
い
る
。

ま
た
、
前
記
の
藩
政
期
の
土
地
割
図
に
も
、
現
在
の
役
場
の
土
地
割
図
に
も
、
伊
香
保
道
の
両
側
に
用
水
路
が
通
っ
て
い
る
。
こ
の
用

よ

け

ぜ

き

よ

け

お

た

な

か

さ

と

水
路
の
水
は
「
除
堰
」
の
水
を
「
除
の
小
田
」
か
ら
引
い
た
も
の
と
、
北
の
中
里
方
面
か
ら
流
れ
て
く
る
水
で
、
本
地
域
が
地
下
水
の
得

や
す
い
点
か
ら
み
る
と
防
火
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
用
水
路
が
作
ら
れ
た
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
多
分
、
集
落
設
定

の
当
初
で
あ
ろ
う
。
道
路
の
西
側
の
用
水
路
は
下
宿
で
道
路
を
横
断
し
て
東
側
の
用
水
路
に
合
し
て
い
た
。
そ
の
横
断
地
点
に
は
橋
が
か



は
し
ぽ

か
っ
て
い
た
の
で
、
そ
こ
を
「
橋
場
」
と
称
し
て
い
た
。
こ
の
西
側
の
用
水
路
は
、
明
治
に
な
る
と
(
明
治
二
十
年
代
)
、
道
路
の
整
備

に
よ
り
無
く
な
り
、
東
側
の
用
水
路
だ
け
と
な
っ
た
。
ま
た
、
村
の
中
央
を
通
る
伊
香
保
道
の
道
幅
は
三
聞
で
あ
る
と
郡
村
誌

榛名山南東麓における井出村の集落移動

宅地

水田

畑地

山林・竹林

立池

墓地・石碑

111・用水路
元井出ど
嵯城地域

03OOm  

図
回
口
四
四
国
-
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5
)
に
記
さ
れ
て
い
る
。

藩
政
期
の
集
落
規
模
を
寛
文
四
年
の
宅
地
の
総
面
積
で
み
る
と
、
二
町
八
反
二
畝
八
歩
で
村
の
総
反
別
の
約
四
・
六
%
に
当
た
る
。
ま

た
、
井
出
集
落
の
畏
さ
を
み
る
と
、

年
号
は
不
明

(
寛
文
四

I
寛
政
十
一
年
の
文
が
あ
る
)
だ
が
明
細
帳
に
類
す
る

「
井
出
村
古
事

録
」
ハ
ぎ
に
よ
れ
ば
、

一
、
此
村
地
内
東
西
ノ
差
渡
二
丁
九
問
、
南
北
長
サ
拾
一
丁
拾
問
、
有
之
村
境
ヨ
リ
村
境
迄
東
西
拾
丁
拾
五
問
、
南
北
へ
弐
拾
弐
丁
御
座
候

一
、
当
村
之
儀
ハ
高
崎
ヨ
リ
伊
香
保
へ
道
筋
ニ
御
座
候

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
井
出
の
集
落
は
高
崎
か
ら
伊
香
保
へ
通
ず
る
伊
香
保
道
に
沿
っ
て
形
成
さ
れ
、
そ
の
集
落
の
規
模
は
藩
政

期
に
お
い
て
東
西
の
長
さ
(
幅
)
が
約
二
三
二
メ
ー
ト
ル
で
、
南
北
の
長
さ
は
約
一
二

O
六
メ
ー
ト
ル
あ
っ
た
が
、
現
在
は
北
南
約
一
五

0
0
メ
ー
ト
ル
に
発
達
し
て
い
る
。

一
般
に
集
落
を
構
成
す
る
基
本
的
要
素
は
家
屋
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
集
落
景
観
か
ら
み
た
集
落
構
成
の
特
質
を
よ
く
示
す
も
の
は
民
家

の
平
面
形
態
と
し
て
の
間
取
り
及
び
立
体
的
形
態
と
し
て
の
屋
根
の
形
態
と
構
造
・
材
料
等
で
あ
る
。

そ
こ
で
筆
者
の
昭
和
四
十
二
年
か
ら
四
十
九
年
ま
で
の
調
査
の
中
で
、
民
家
の
立
体
的
形
態
に
つ
い
て
と
り
わ
け
四
十
二
年
の
調
査
を

と
り
あ
げ
て
み
る
と
、
井
出
の
総
民
家
数
一
六
七
軒
の
う
ち
切
妻
が
二
二
二
軒
で
最
も
多
く
、
入
母
屋
三
四
軒
、
寄
棟
一
片
付
で
あ
る
。
特

に
屋
根
材
料
は
ト
タ
ン
葺
(
最
近
の
長
尺
鉄
板
の
桟
葺
も
含
む
)

四
一
二
%
、
瓦
葺
三
七
対
で
、
藁
葺
が
二
O
V
P
の
多
く
を
占
め
て
い
る
。

特
に
藁
葺
の
家
に
は
旧
態
を
留
め
て
い
る
民
家
が
多
い
。
藁
葺
は
屋
根
を
葺
き
替
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
最
近
こ
の
上
に
ト
タ
ン
を
覆

っ
て
い
る
家
が
多
い
。
ま
た
、
養
蚕
地
域
に
ふ
さ
わ
し
く
「
突
き
出
し
窓
」
の
あ
る
民
家
ゃ
、
「
出
し
桁
造
り
」
や
、
棟
の
上
に
「
明
り

と
り
窓
」
を
設
け
て
二
階
を
蚕
室
に
す
る
総
二
階
式
の
家
等
の
養
蚕
を
考
慮
し
た
民
家
が
多
い
。
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昭
和
四
十
九
年
に
再
調
査
し
た
間
取
り
に
お
い
て
も
、
第
4
図
に
示
す
如
く
落
政
期

の
旧
態
を
と
ど
め
る
家
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
原
則
と
し
て
旧
の
字
型
で
馬
屋
・
土
間

古くからの一般農家の間取り

な
ど
を
広
く
と
っ
て
い
る
。

家
屋
の
配
置
に
も
本
地
域
の
特
色
が
出
て
お
り
、
母
屋
の
南
に
庭
が
あ
り
、
庭
の
側

面
に
納
屋
と
倉
を
設
け
て
農
業
集
落
と
し
て
の
特
色
を
示
し
て
い
る
。

六
、
一
戸
口
の
変
化
と
生
活
形
態

集
落
移
動
に
よ
る
新
田
集
落
と
し
て
の
特
性
を
有
し
て
発
達
し
て
き
た
井
出
村
の

第4図

戸
口
の
変
化
を
「
宗
門
御
改
五
人
組
帳
」
(
坦
、
昭
和
五
年
の
「
井
出
村
戸
口
関
係
資

料
」
(
智
そ
の
他
の
資
料
に
よ
っ
て
み
る
と
、
第
3
表
の
如
く
で
あ
る
。

の
最
後
の
年
(
寛
永
二
年
)

か
ら
数
え
て
三
九
年
の
寛
文
四
年
に
は
元
井
出
時
代
の
約
一
・
五
倍
、
宝
暦
年
間
に
は
約
二
倍
に
増
加
し
て

こ
れ
に
よ
る
と
、
集
落
移
動
直
前
の
元
井
出
の
戸
数
は
五
六
戸
で
あ
っ
た
が
、
移
動

明
治
十
年
に
は
馬
匹
の
数
が
多
く
、

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
幕
末
に
至
る
ま
で
戸
数
・
人
口
共
に
停
滞
状
態
で
あ
る
。

ま
た
、
藩
政
期
の
馬
匹
も
「
井
出
村
古
事
録
」
に
よ
る
と
、
「
馬
三
拾
一
疋
御
座
侯
」
と
記
さ
れ

て
い
る
如
く
多
く
存
在
し
た
。
こ
れ
は
農
業
だ
け
で
な
く
、
伝
馬
や
駄
賃
稼
業
と
し
て
も
役
立
て
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
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第5表

戸

100 男6

井出村の耕地面積の変化第 B表

田畑別面積

目34町 2反9畝16歩

積面西暦年号年
一

57町6反 9畝 7歩1664年寛文4年
畑23町 3反9畝21歩

回31町4反0畝17歩
98町8反 7畝15歩1779年

畑67町4反6畝28歩

回30町 5反 5畝19歩

畑69町 1反 7畝0歩
99町 7反 2畝19歩1877年

W
次

、，B
'
a
4
1
1

、、，J
l
i
l
-
-
l

』，t畝zu 
反

内
ぺ
U町他のそ

回37町 3反 3畝

畑69町 5反 2畝108町 2反1972年

安永8年

明治岬(

附年|

」
れ
に
よ
る
と
、
最
大
の
面
積
は
「
下
回
」

で、

「
下
畑
」
・
「
中
田
」
が
こ
れ
に
次
い
で

(※田のうち休fJj・回は 2町 1反8畝。桑園は畑に含み，その他は梅林等。)

い
る
。
「
上
回
」
の
面
積
は
第
五
位
で
低
い
率

を
示
し
て
い
る
が
、
特
に
「
上
畑
」
の
面
積
は

少
な
い
。
そ
れ
故
、
本
地
域
の
田
畑
の
品
等
は

低
く
生
産
力
は
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
群

馬
郡
村
誌
」
の
中
で
も
、
井
出
村
の
地
味
に
つ

い
て
、
「
描
一
一
シ
テ
軽
繋
稲
ニ
適
セ
ス
小
麦
粟

蕎
麦
等
ニ
適
ス
水
利
不
便
ナ
リ
」
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
地
味
の
低
い
土
地
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

更
に
、

田
畑
屋
敷
の
全
面
積
に
対
す
る
比
率

は
、
田
が
五
六
・
七
形
、
畑
三
八
・
六
拓
、
屋

敷
四
・
六
%
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
当
時
は
田

の
面
積
が
畑
よ
り
広
か
っ
た
。

一
戸
当
り
の
耕
地
面
積
の
比
率
を
み
る
と
、

第
5
表
の
如
く
で
あ
る
。

一
戸
当
り
一
町
歩
以



下
の
耕
地
を
所
有
す
る
家
が
全
体
の
八
四
・
七
形
を
占
め
、
小
規
模
の
農
家
が
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、

一一戸

当
り
の
平
均
耕
地
面
積
は
約
六
反
八
畝
で
あ
る
。

元
井
出
か
ら
集
落
移
動
を
し
た
の
で
、

一
戸
当
り
の
耕
地
面
積
が
増
大
し
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
農
家
戸
数
の
増
大
に
よ
り
、

そ
れ
ほ
ど
に
は
農
家
の
耕
地
面
積
は
増
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

井
出
村
の
寛
文
四
年
以
後
の
耕
地
面
積
の
変
化
を
、
寛
文
四
年
の
「
検
地
名
寄
帳
」
(
前
掲
口
)
、
安
永
八
年
の
「
井
出
村
御
年
貢
可
納

割
付
之
事
」
ハ
幻
〉
そ
の
他
の
資
料
等
に
よ
っ
て
み
る
と
、

第
6
表
の
如
く
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
安
永
年
聞
に
は
耕
地
の
飛
躍
的
な
増
大
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
後
は
そ
れ
ほ
ど
の
増
加
は
み
ら
れ
な

榛名山南東麓における井出村の集落移動

し、。
ち
な
み
に
、
安
永
年
間
の
一
戸
当
り
の
平
均
耕
地
面
積
を
み
る
と
、
寛
文
四
年
と
同
様
に
約
六
反
八
畝
で
変
化
が
な
い
。
こ
れ
は
農
家

の
増
大
に
よ
る
た
め
で
あ
る
。

水
田
は
寛
文
年
聞
か
ら
現
在
ま
で
殆
ん
ど
増
大
は
み
ら
れ
ず
、
「
井
出
野
が
原
」
の
開
拓
に
よ
り
、
畑
の
面
積
の
拡
大
が
行
な
わ
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
こ
で
畑
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
若
干
考
察
し
て
み
る
と
、
本
地
域
を
領
し
て
い
た
高
崎
藩
の
郡
奉
行
で
あ
っ
た
大
石
久
敬
(
一
七
二

一
j
九
四
)
の
著
書
で
あ
る
「
地
方
凡
例
録
」
(
ぎ
に
よ
れ
ば
、
巻
之
六
下
の
一
、
作
徳
凡
勘
定
之
事
の
項
に
、

仮
令
バ
上
州
群
馬
郡
辺
両
毛
作
の
場
所
に
小
百
姓
壱
軒
あ
り
て
、
此
家
内
を
五
人
暮
し
と
し
、
其
内
老
幼
不
用
の
も
の
弐
人
、
耕
作
の
働
等
を
な
す
も

の
三
人
と
し
た
る
凡
そ
積
り
の
勘
定
左
の
如
し
、

一
、
田
畑
反
別
五
反
五
畝
歩
百
姓
壱
軒
家
内
五
人
内
三
人
耕
作
働
き
弐
人
老
幼
不
用
(
中
略
)

差
引
金
壱
両
壱
分
弐
朱
永
三
拾
七
文
八
分
不
足

213 
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第E図井出村の濯獄絵図(寛政3年)
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u 〆



惣
溜
鋪
三
反
三
歓
歩
余

平
均
壱
ト
坪
-
一
付
二
尺
淡
イ

寵
ニ
弐
志
や
う
鍬
取
壱
人

此
人
足
五
人

人
足
〆
五
千
人
程

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
溜
井
に
土
砂
が
堆
積
し
た
た
め
五
人
の
人
足
で
一
坪
に
つ
き
二
尺
淡
う
と
五
千
人
程
の
人
足
が
必
要

で
あ
る
と
い
う
願
い
書
を
出
し
て
お
り
、
濯
翫
用
水
を
確
保
す
る
た
め
の
努
力
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
溜
井
は
現
在
も
絵
図
と
少
し
も

変
ら
ず
往
時
の
面
影
を
よ
く
留
め
て
い
る
。
特
に
二
子
山
古
墳
の
す
ぐ
北
西
に
位
置
す
る
南
北
に
長
い
溜
井
を
今
も
「
つ
つ
み
し
き
一
と

榛名山南東麗における'Jt:i:l¥村の集落移動

呼
ん
で
お
り
、
当
時
の
面
影
、
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
浦
井
は
井
出
村
の
所
有
で
あ
っ
た
。

か
ら
つ
つ
み

そ
の
ほ
か
、
伊
香
保
道
の
東
の
保
渡
田
分
に
現
在
「
空
堤
L

と
い
わ
れ
て
い
る
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
溜
井
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

一
、
竪
樋

一
、
埋
樋

一
、
同

一
、
同

一
、
同

一
、
同

一
、
同

一
、
掛
樋

{日但イ日但イ日但但但
シシシシシシシシ

長
サ
一
間

長
サ
四
間

長
サ
一
間

長
サ
一
間

長
サ
一
間

長
サ
一
間

長
サ
二
間

長
サ
二
間

溜
井
尻
樋
一
本

名
所
二
子
山
内
法
一
尺
四
方

向

所

一

木

中
据
一
一
一
ア
水
揚
場
内
法
四
寸
四
分

同
所
内
法
八
寸
四
方
一
本

新
田
堰
水
制
内
法
六
寸
四
方
一
本

名
所
石
橋
ニ
テ
内
法
高
サ
一
口
八
二
寸

中
原
ニ
テ
内
法
七
寸
四
方
一
本

下
同
道
内
法
高
サ
五
寸
花
田
ニ
テ

本
本

幅
六
寸

本
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と
「
井
出
村
古
事
録
」
に
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、
「
西
た
ん
ぽ
」
の
各
場
所
に
竪
樋
・
理
樋
・
掛
樋
な
ど
を
設
け
て
濯
瓶
化
を
は
か
っ
た
c

は
現
在
も
利
用
さ
れ

西
た
ん
ぼ
の
濯
淑
用
水
路
(
西
た
ん
ぼ
を
通
る
こ
の
濯
概
用
水
路
を
往
時
は
「
井
出
村
用
水
壊
」
と
も
い
っ
た
)
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七

井
出
の
集
落
構
成
の
特
質
は
「
伊
香
保
道
」
に
沿
い
、

ほ
ぽ
短
冊
型
に
近
い
土
地
割
を
基
礎
と
し
て
典
型
的
な
路
村
を
形
成
(
藩
政

期
に
約
一
二

O
六
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
)

し
た
が
、
そ
の
後
の
発
展
で
宅
地
の
細
分
化
が
み
ら
れ
、
短
冊
型
の
形
態
は
く
ず
れ
て
い
る

(
現
在
は
約
一
五

0
0
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
)
。

八

集
落
構
成
要
素
の
民
家
の
屋
根
の
形
態
及
び
構
造
・
材
料
・
間
取
り
等
に
旧
態
を
留
め
る
も
の
が
あ
り
、

ま
た
、
養
蚕
を
考
慮
し
た

J

家
が
認
め
ら
れ
る
。

九

本
地
域
の
農
業
の
生
産
力
は
低
く
、

一
戸
当
り
の
経
営
規
模
も
小
さ
か
っ
た
。
集
落
移
動
後
、
田
の
面
積
は
殆
ん
ど
一
定
で
あ
る

が
、
畑
の
増
大
が
認
め
ら
れ
る
。
畑
の
面
積
の
拡
大
は
、
特
に
養
蚕
の
た
め
の
桑
畑
と
し
て
の
土
地
利
用
が
中
心
を
な
し
て
い
た
。
そ

れ
故
、
繭
・
生
糸
・
絹
は
こ
の
地
域
の
特
産
で
、
井
出
村
の
人
口
を
支
え
る
要
因
と
な
っ
て
い
た
。

O 

集
落
移
動
し
て
か
ら
宝
暦
年
間
ま
で
戸
口
の
増
加
は
或
る
程
度
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
は
幕
末
に
至
る
ま
で
戸
数
・
人
口
共
に
停

滞
状
態
で
、
飛
躍
的
な
増
加
が
な
か
っ
た
の
は
、

か
か
る
農
業
経
営
を
主
と
す
る
生
活
形
態
に
よ
る
た
め
で
あ
る
。

井
出
村
は
火
山
裾
野
の
た
め
、
「
祭
戸
堰
」
・
「
道
心
沢
堰
」
・
「
除
ケ
堰
」
な
ど
の
小
田
ゃ
、
竪
樋
・
埋
樋
・
掛
樋
な
ど
の
濯
萩

設
備
を
施
し
て
濯
瓶
用
水
を
取
り
入
れ
、
開
発
さ
れ
た
「
西
た
ん
ぽ
」
を
中
心
に
濯
殺
し
た
。
こ
れ
ら
の
当
時
の
堰
と
村
の
濯
概
用
水

路
(
井
出
村
用
水
壊
)
は
現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
今
で
も
往
時
の
溜
井
の
跡
が
み
ら
れ
る
。

付
記
研
究
資
料
は
、
主
と
し
て
井
出
部
落
の
斉
藤
惣
治
郎
氏
所
蔵
の
古
文
書
・
絵
図
を
は
じ
め
と
す
る
史
料
、
群
馬
町
役
場
の
地
図
・
統
計
等
に

拠
っ
た
。

貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
下
さ
れ
、
ま
た
、
研
究
上
格
別
の
お
世
話
を
頂
い
た
斉
藤
惣
治
郎
氏
を
は
じ
め
、
心
か
ら
な
る
御
協
力
を
頂
い
た
現
地
の



多
く
の
方
々
に
対
し
、
衷
心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
昭
和
四
十
九
年
一
月
群
馬
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
地
理
部
会
に
お
い
て

研
究
報
告
し
た
一
部
で
、
昭
和
五
十
二
年
五
月
一
日
の
第
二
十
回
歴
史
地
理
学
会
(
於
広
島
大
学
)
に
お
い
て
研
究
発
表
し
た
も
の
に
修
正
加
筆
し

た
も
の
で
あ
る
。
特
に
研
究
発
表
に
際
し
て
、
本
学
会
常
任
委
員
長
中
田
栄
一
氏
・
常
任
委
員
中
島
義
一
氏
に
は
格
別
の
便
宜
を
は
か
つ
て
頂
き
、
浅

呑
幸
雄
氏
・
菊
池
利
夫
氏
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
生
か
ら
は
貴
重
な
御
教
示
を
賜
わ
り
、
ま
た
、
近
藤
義
雄
氏
(
前
橋
市
立
勝
山
小
学
校
長
)
・
恩
師

矢
嶋
仁
吉
博
士
に
は
平
素
御
鞭
援
を
賜
わ
り
、
こ
こ
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

3主

榛名山南東麓における井出村の集落移動

(
1
)
矢
嶋
仁
吉
ご
九
五

O
)

榛
名
山
東
南
麓
に
於
け
る
村
務
居
住
形
態
の
研
究
(
地
理
学
評
論
第
二
三
巻
第
七
号
)

(
2
)

斉
藤
惣
治
郎
蔵
乍
恐
以
返
答
奉
申
上
候
(
文
化
五
年
八
月
)
明
治
十
年
の
群
馬
郡
村
誌
に
「
前
時
字
元
井
出
ニ
宅
地
ア
リ
、
天
正
年
間
今

ノ
地
ニ
移
ル
ト
云
」
と
あ
る
如
く
、
井
出
の
集
落
移
動
は
天
正
年
間
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
こ
の
古
文
書
に
よ
り

判
明
さ
れ
た
。

(
3
)

相
菜
仲
編
ご
九
七
一
)
上
州
の
諸
街
道
(
み
や
ま
文
時
)

(
4
)

坂
上
村
誌
編
纂
委
員
会
ご
九
七
一
)
あ
が
っ
ま
坂
上
村
誌

(
5
)
群
馬
県
(
一
八
七
七
)
明
治
十
年
群
馬
郡
村
誌

(
6
)

木
村
礎
・
高
島
緑
雄
編
ご
九
六
九
)
耕
地
と
集
落
の
照
史
(
文
雅
堂
銀
行
研
究
社
)

(
7
)

斉
藤
惣
治
郎
蔵
元
井
出
の
屋
敷
分
布
図
(
元
和
年
間
の
集
落
移
動
直
前
)

(
8
)

源
順
編
(
九
一
一
一
一

i
三
七
)
和
名
類
衆
抄
(
校
訂
正
宗
敦
夫
一
九
五
コ
一
年
風
間
書
一
房
)

(
9
)

吉
田
東
伍
(
一
九
一
二
三
大
日
本
地
名
辞
典
(
第
四
巻
阪
東
富
山
房
)

(m)
土
屋
文
明
(
一
九
四
四
)
万
葉
集
上
野
国
歌
私
注
(
燥
乎
堂
)

(
日
)
鹿
持
雅
澄
(
一
九
五
二
万
葉
集
古
義
六
(
目
黒
書
庖
版
)

(
ロ
)
斉
藤
清
衛
・
折
口
信
夫
(
一
九
一
一
一
六
)
万
葉
集
総
釈
(
楽
浪
書
院
)

(
日
)
拙
稿
(
一
九
七
四
)
榛
名
山
南
東
麓
に
お
け
る
井
出
集
落
の
経
史
地
理
学
的
研
究
(
群
馬
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
地
理
部
会
)
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